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リーダーシップ【研究主任等】研修の第 2回を

オンラインで実施しました。実践発表では、神栖
市立柳川小学校と鹿嶋市立大野中学校の 2校が、
本年度取り組んできた校内研究について、全校で
の取組を詳しくご説明いただきました。グループ
協議では、各校の今年度の取組をまとめた「ネク
ストプラン」を基に、成果と課題、今後の対応案
等について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

   

校内研究の活性化を実感した研究主任等が増え

校内研究運営等のマネジメントに対する自信を高

めた参加者が多く見られました。 

  

                                          

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

リーダーシップ【研究主任等】研修 

令和７年度文部科学大臣優秀教職員表彰 
令和８年１月 20 日(火)東京大学安田講堂にて表彰式が行われ、鹿行教育事務所管内から 3 名の先生方が

表彰されました。おめでとうございます。 

鹿嶋市立中野西小学校  小島 香里 養護教諭 （特別活動）    

潮来市立延方小学校   渡辺 杏二 教諭   （学習指導） 

神栖市立神栖第二中学校 宮内 ゆか 教諭    （学習指導）    

 

第 13回いばらきっ子郷土検定県大会 
「いばらきっ子郷土検定」は、茨城県内の中学校２年生を

対象に、郷土愛を醸成するとともに広く茨城県の魅力発信

を図る目的として、毎年実施されています。１０月に市大会

（県・市問題５０問出題）が実施され、県大会出場や１級取

得を目標に一生懸命取り組んでくれました。 

各市の代表として２月７日（土）に「第１３回いばらきっ子

郷土検定県大会」が、ザ・ヒロサワシティ会館で開催されま

した。鹿行管内からは、鹿嶋市立鹿島中学校、潮来市立日

の出中学校、神栖市立波崎第二中学校、行方市立北浦中

学校、鉾田市立旭中学校の各学校代表生徒５名が、各市

の代表として出場しました。 

大会では、郷土に関する問題が記述式や早押し問題で

出題され、優勝を目指して県内各地の代表校と、熱い戦い

が繰り広げられました。各学校とも今まで勉強してきたこと

や大会に向けて練習してきたことを発揮しようと、チーム一

丸となって、協力しながら精一杯頑張っていました。 

  

 

 

 

 

                                  【県大会の様子】 

令和７年度 教育論文 
 
本年度、鹿行管内小中学校教育論文応募状況は 23点（昨年度 18点）あり、昨年度より大幅に増加いたし

ました。日頃の先生方の教育実践が実を結び、５名の方々が優秀賞や優良賞を受賞しました。研究の視点が
優れており、今後の活躍が大いに期待できる論文に与えられる奨励賞も８名の方々が受賞しました。 
日頃の教育実践を論文としてまとめ

ることは、大変有意義と捉えています。
教育論文は、教員としての資質の向上を
目指す足跡となり、教育実践の成果を広
め、深めていく大変有効な役割もありま
す。教育論文の内容は、ぜひ校内や先生
方の研修等にお役立ていただきたいと
思います。おめでとうございます。 

 
 
 
 

職

　教頭　　　　　白石　健一

　教頭　　　　　高栁　智恵

学校名

鹿嶋市立高松中学校

鹿嶋市立高松中学校

潮来市立津知小学校

神栖市立波崎小学校

行方市立麻生東小学校

氏　　名

☆優秀賞・優良賞

　教諭　　　　　大場　拓哉

　教諭　　　　　塚本　久美子

　校長　　　　　成井　紀英　　外全

茨城県教育研究会

教育弘済会

研究分野

音　楽

国　語

学校運営

学校組織

学校運営

【オンラインでの協議の様子】   

【事後の参加者アンケートより（抽出）】 

・研究主任のリーダーシップ、各組織に対する働きか 

けについて、大変勉強になった。 

・学校としての取組を統一することが重要であると感

じた。 

・研究主任としての役割や立ち位置とともに、明確な 

ビジョンをもつことの重要性を改めて実感した。 

【参加者アンケート】 
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